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遊漁船はなぶさ釣り客負傷事故に係る意見について 

 

本事故は、遊漁船はなぶさ（以下「本船」という。）が、糸満市西方のルカン礁南

西方沖を渡嘉敷島南方２０Ｍ付近のパヤオに向け、波高約１.５～２.０ｍの南～南

西からの連続した波を正船首に受けて自動操舵により南南西進中、船長が、波高約

２.５ｍの大きな波を目前に発見して減速操作を行ったものの、速力約８～１０kn

で航行していたため、安全な速力まで減速することができず、本船の船首が大波の

波頂に乗って船体が上下に動揺した際、船首甲板前方に座っていた釣り客が、身体

が甲板から浮いて離れたのち、甲板に落下、衝突したことにより発生したものと考

えられる。 

遊漁船における同種の釣り客負傷事故は、平成１４年４月以降平成２２年１月ま

でに総トン数約２～１８トンの遊漁船（以下「小型遊漁船」という。）の１１隻で発

生し、釣り客１２人が腰椎圧迫骨折等を負っており、１２人全員がいずれも航行中

に船首甲板上で負傷をしている。 

これらから、小型遊漁船においては、釣り客を船首甲板に乗船させて航行した場

合、波の状況等によっては、船体の動揺により腰椎損傷事故が発生する可能性があ

る。 

一方、本事故の分析から、小型遊漁船の船体中央より後方の部分は動揺が小さい

ことから、船首甲板より安全であると考えられる。小型遊漁船の船長は、船首甲板

に乗船している釣り客が腰椎を負傷する危険性について認識し、波の影響により船

体が動揺するときは、釣り客の安全を確保するため、船体の動揺を軽減できるよう

波に対する針路の変更を行い、かつ、安全な速力にまで減速するとともに、釣り客



を船体中央より後方に乗船させるよう釣り客に対する指示や誘導を徹底することが

望まれる。 

 

このことから、当委員会は、本事故調査の結果を踏まえ、遊漁船を利用する釣り

客の安全を確保するため、水産庁長官に対し、運輸安全委員会設置法第２８条の規

定に基づき、下記のとおり意見を述べる。 

なお、この意見を受けて何らかの措置を講じた場合は、その内容について通知方

よろしくお取り計らい願いたい。 

 

記 

 

遊漁船業者又は遊漁船業務主任者に対して本事故による釣り客の被害の発生を周

知し、釣り客の安全確保のため、遊漁船業者が定める業務規程に次のことを追記す

るよう、都道府県知事に助言するべきである。 

１．利用者が遵守すべき事項の周知に関する事項 

遊漁船の航行中、波の影響により船体が動揺することがあることから、動揺が

比較的小さい船体中央より後方の部分に乗船すること 

２．遊漁船業者及びその従業者が遵守すべき事項 

 (1) 遊漁船の航行中、波の影響により船体が動揺するときは、波の状況について

適切な見張りを行うとともに、波に対する針路の変更を行い、かつ、安全な速

力にまで十分な減速を行うことにより、船体動揺の軽減に努めること 

(2) 遊漁船の航行中、波の影響により船体が動揺して危険が予想されるときは、

利用者に対して動揺が比較的小さい船体中央より後方の部分に乗船するよう指

導すること 


